
共同研究契約に関する制度改正について
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共同研究成果
活用のガイド
ラインの制定

契約書雛形
の改正

1
研究成果の活用に関する本学の基本的な考え方
を示しておりますので、契約締結前にご確認
ください。
共同出願契約等において、本ガイドライン
に基づき、条件等の協議を行います。

創出される発明等が不確定な段階での知財条項
に関する交渉を回避し、研究開始のスピード
アップを図るとともに、実際に発明等が創出さ
れたときに、当該発明等の事業化の実情に合っ
た柔軟な交渉を可能とします。

※ その他、書面・押印の見直しにより、申込書の
書面手続きを簡略化しております。

知的貢献費
の計上

3
研究パートナーの企業様には、本研究に係る直
接的なコストとして、本学研究担当者が提供す
る高度な知見、当該研究の背景となる基礎的
研究等の対価をご負担いただきます。
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https://www.rpip.tohoku.ac.jp/media/files/information/kyodo_research/kaisei_point.pdf
https://www.rpip.tohoku.ac.jp/media/files/information/kyodo_research/chizai_guideline.pdf
https://www.rpip.tohoku.ac.jp/media/files/information/kyodo_research/chiteki_point.pdf

